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ⅰ　独立過熱器の運転
　熱風発生炉および独立過熱器の運転状況を図 8 に示す．
図中の「バイオガスによる過熱前」がボイラ出口，「過熱後」
が独立過熱器出口の主蒸気温度を示す．
　熱風発生炉の負荷を定格，低負荷（50%）とも，主蒸気
を安定して過熱することが可能であった．また，20時間付
近で，ステップ変化を実施したが，負荷追従性も非常に早
く運転調整が容易であることを確認した．
ⅱ　発電効率の向上
　熱風発生炉停止時と運転時の発電効率について比較した
結果， 2 ％超の効率向上が達成された（表 1 ）．

あ と が き

　バイオガスによる独立過熱器を備える本システムは，同
規模のごみ焼却発電施設に比べて発電効率の向上に寄与で
きる．また，固定価格買取制度における認定設備であり，
引き続き，運転調整の容易性・メンテナンスの簡便性を兼
ね備えシンプルなシステムである独立過熱器を用いた複合
化施設の普及に取り組んでいく所存である．
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図 8 　熱風発生炉および独立過熱器の運転状況
Fig. 8 　Operating status of biogas burner and independent superheater
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図 7 　独立過熱器
Fig. 7 　Independent superheater

独立過熱器 運転時 停止時
発電出力（KWh） 3, 545 3, 584
ごみ入熱（MJ/h） 62, 429 63, 202

バイオガス入熱（MJ/h） 3, 885 0
発電効率（％） 23. 6 21. 0

表 1 　発電効率
Table 1 　Power generation efficiency




